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家
畜
の
御
魂
を
供
養

 

～
Ｊ
Ａ
士
幌
町
～

空
き
家
を
使
い
消
防
訓
練

 

～
士
幌
消
防
署
～

農
業
者
年
金
基
金
理
事
長

賞
受
賞 

～
農
業
委
員
会
～

寄付への
感謝の手紙
～士幌町中央中～

　
７
月
３
日
、
家
畜
品
評
会
場
内
の
獣

魂
慰
霊
碑
前
に
て
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町（
國

井
浩
樹
代
表
理
事
組
合
長
）主
催
の
獣

魂
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
関
係
者
ら

20
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
慰
霊
祭
は
家

畜
の
御
魂
に
感
謝
し
供
養
す
る
た
め
、

毎
年
家
畜
品
評
会
に
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
慰
霊
祭
の
み
の

実
施
。
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
國

井
組
合
長
、
小
林
町
長
や
生
産
者
ら
が

玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。
小
林
町
長
が「
家

畜
に
感
謝
し
つ
つ
、
町
の
農
業
が
更
に

発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」と
あ
い
さ
つ
。

國
井
組
合
長
が
畜
産
事
業
の
発
展
を
祈

念
し
、
牛
乳
で
乾
杯
し
て
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
７
月
９
日
、
士
幌
消
防
署
が
取
り
壊

し
予
定
の
空
き
家
を
使
用
し
た
消
防
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
の
火
災
発
生

時
は
、
家
屋
の
状
況
や
要
救
助
者
の
有

無
な
ど
、
情
報
の
共
有
が
重
要
な
た
め
、

基
本
的
な
消
火
や
救
助
訓
練
の
ほ
か
、

情
報
伝
達
を
重
視
し
て
行
い
ま
し
た
。

火
災
以
外
の
情
報
は
な
い
と
い
う
想
定

の
中
、
署
員
は
手
際
よ
く
消
火
活
動
を

行
い
、
要
救
助
者
に
見
立
て
た
ダ
ミ
ー

の
人
形
を
家
屋
の
１
階
と
２
階
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
救
助
し
ま
し
た
。
西

部
綱
樹
警
防
第
１
係
長
は「
意
見
が
飛

び
交
い
、
指
揮
系
統
が
一
本
化
で
き
な

い
の
が
課
題
」と
話
す
一
方
、「
署
員
は

そ
の
場
で
考
え
、
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
た
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
士
幌
町
農
業
委
員
会（
渡
邊
睦
実
会
長
）

へ
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
の

西
惠
正
理
事
長
か
ら
農
業
者
年
金
理
事

長
賞
が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
６
月

26
日
、
町
長
応
接
室
に
て
、
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
農
業
者

年
金
の
加
入
促
進
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
加
入
者
数
上
位
の
農
業
委
員

会
に
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
令
和
元
年

度
の
新
規
加
入
者
部
門
全
国
８
位
、
女

性
新
規
加
入
者
部
門
全
国
４
位
の
２
部

門
を
受
賞
し
ま
し
た
。
６
月
17
日
に
札

幌
市
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
表
彰
式

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
日
、
小

林
町
長
か
ら
渡
邉
会
長
に
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
の

図
書
委
員
会
委
員
長
の
飯
島
陸
斗
さ
ん

（
３
年
）が
、
㈱
平
田
建
設（
長
谷
川
雅

毅
代
表
取
締
役
社
長
）を
訪
れ
、
図
書

購
入
費
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
い
た
お

礼
の
手
紙
を
、
長
谷
川
社
長
に
渡
し
ま

し
た
。
同
社
は
平
成
17
年
か
ら
毎
年
寄

付
を
し
て
お
り
、
今
年
で
16
回
目
。
飯

島
委
員
長
は
寄
付
で
購
入
し
た
本
を
設

置
し
て
い
る“
平
田
文
庫
”コ
ー
ナ
ー
の

写
真
も
一
緒
に
渡
し「
毎
年
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
校
生
徒
一
同
、
大

切
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と

お
礼
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。
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